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第 1章 地域福祉計画の策定にあたって（P１～P４） 

    

第 2章 地域福祉の現状（P５～P１０） 

    

第 3章 基本理念・基本目標（P１２～P１５） 

    

第 4章 施策の方向と重点施策（P１６～P５２） 

 17 
27 

高齢者の生活習慣病予防を
はじめ、健康づくりのために

市の運動施設利用料金を割
引して利用促進を図る施策
ができないか検討いただき
たい。 

 市民の健康づくりを推進することは大変
重要です。しかし、地域福祉計画は、地域

課題に対する取組みの方向性や基本的な
考え方を示すものであり、具体的な対応に
ついては、様々な事項を総合的に判断し
実施するとしています。 
また、現在、健康の増進と利用促進の

ため、市の条例で市所有の体育施設の使
用料は 75 歳以上の高齢者は半額。高齢
者に対して回数に制限はあるもののフィッ
トネス無料券を配付しています。周知不足
については「地域福祉に関する情報提供と
学びの機会の充実」として情報提供体制

の充実を図っていく予定としているため、こ
のままの表現とさせていただきます。 

 34  貧困の連鎖防止のため高
卒まで支援となっています
が、近未来に生産と消費の
システムが変化すると感じ
る。そこで子どもたちの教育
も大幅に変化すると想定し、
大卒まで希望する方には支
援する体制を確立することが
必要と思っている。市民の中

には最低賃金で働いている
方より、生活保護世帯の方
が手厚いことがおかしいとの
声を聞く。大変苦しい生活の
方をさがし比較しての話であ
ると思う。生活保護の水準も
上げる努力が必要であり、
市民へのアピールも必要と
感じる。 

  現在、本市では、有為な人材を育成し、
教育の振興に寄与するため、加賀市三森
良次郎奨学基金から、向学心に富み、学
術優秀であるにもかかわらず、経済的理
由により大学に修学困難な者に対し奨学
金を支給することによりその学業を支援し
ています。そのほか、加賀市教育振興基
金により支援をしています。 
 このため、福祉分野における支援対策

は、高卒までを想定していることから、この
ままの表現とさせていただきます。 
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54 

 医療従事者から患者に自
立を促し、階段の昇り降り、

布団の上げ下げ等、軽作業

 国の方針として在宅医療や介護の推進
が推し進められる中、自らが健康維持に

努めることは大変重要です。しかし、具体

資 料 ２ 



を継続して実施するよう、ま
た、声掛けいただくよう、行
政から依頼してほしい。それ
が健康維持につながると思
う。 

的な対応については、様々な事項を総合
的に判断し実施するものとしていることか
ら、このままの表現とさせていただきます。  
なお、介護予防のため、地域型元気は

つらつ塾や介護予防教室、地域おたっしゃ
サークル事業等を継続して実施していま
す。 

    

第 5章 計画の推進体制（P５６～P５７） 

    

資料（P５８～P１１３） 

    

全体 

   町内会長（区長）とまちづく
り推進協議会の活動が有機
的に機能していないように感
じる。町内会とまちづくり推
進協議会を融合し、もっと効
率的に活動できる組織編制
を別途に考える時期でない
か。 

 地域福祉計画でも、社会の希薄化が進
む中であっても、やはり自助・互助・共助・
公助による助け合いを中心として身近な関
係の中で支えあうことが基盤であるため、
家族、隣近所、町内会、まちづくり推進協
議会（小学校単位）、圏域（中学校単位）と
支える体制を一層構築していくような計画
としており、前述の身近な関係での協働体
制は欠かせないとしています。 

町内会長とまちづくり推進協議会は重
要な組織の基盤をなしており、効率的な活
動体制の見直しについては、地域福祉計
画だけに留まらず、市全体としての課題で
あります。そのため、時代に見合った、体
制の見直しは今後も必要であると考えられ
ることから、最上位計画である「第２次加賀
市総合計画 中期実施計画」（令和３年度
～令和６年度）に方向性を記載するのが
望ましいため、このままの表現とさせてい
ただきます。 

    

 


